
〈小 学 校 道 徳 部 会>

1研 究 主題

r確かな道徳的実践力 を育てるための評価を生かした個に応じた指導の在り方」

ll研 究 の概 要

道徳 の時間 で期待 す る児童 像 を明 らか に し、1時 間の指 導過程 の ね らい を達成す るための

手だ てを も とに して具体 的な評価 の観 点 を工夫 す る。 さ らに 、期待 され る児童 の姿が 見 られ

なか った場合 の手 だて を と り、1時 間の授 業の 中で指導 と評 価 の一 体化 を 目指す指導 法 を導

く。

1研 究 主題設 定 の理 由

道 徳 の時間の 指導 は、道徳 的 実践力 の育成 を 目指 して 行 うが 、1時 間の指導の結果 、児 童

の 実践力 が育 ったか否 か を確 か め るこ とは容易 では ない。 従来 の指 導案 の評価 の観 点で は、

「～ とす る心情 が育 った か」 「～ しよ うとす る態度 が養 われ た か」 な ど明確 な評価が で きな

い傾 向にあ った。この こ とを45分 間の授業 の中 で 、具 体的 な児童 の姿 を通 して評価す るた

めに は、授 業の 中で児童 の どの よ うな姿 を期待 す るの か を明確 に して 、具体 的な手 だて を講

じる必要 があ る。 さ らに、授業 の 中で、期待 され る反 応 が 出な い場 合 には、どの よ うな手 だ

て を打つ のか を明 らかにす る ことが 重要 となる。

そ こで、1時 間 の学習過 程で 児童 溺 自分 自身 を振 り返 る ことがで き る指導 を工夫 し、ね ら

い とす る道徳 的価 値 を視 点 と した児童 の振 り返 りを評 価す る こ とを 基本 と して授 業 を構 想

し、指 導 と評 価 の一体化 を図 る研究 開発 を 目指 した。

本研 究 では、挙 習過程 にお ける指 導 と評 価の一 体化 を 目指 した授 業 を児童 の具体 的姿 に基

づ いて明 らかに して い くもの であ る。

2研 究 の基本 的 な考 え方 と視点

本研 究で は、指 導 と評 価の 一体化 につ いて次の よ うに と らえた。

(1)児 童 にとっての評価(児 童 の 自己評価}

ね らい とす る道 徳 的価 値 を視点 に 、 自分 自身 の 体験 とす り合 わせ て 自分 自身 を振 り返

る。(こ の こ とで 、児童 「心 が揺 さぶ られ る状態 」「グ ラグ ラ ・ドキ ドキす る状態」にな る。)

(2)教 師 にとっての評価

児 童 の 「心が揺 さぶ られ る状態 」「グラグラ ・ドキ ドキす る状 態」 に なる ことを基本 に

指導 を行 い 、児 童が これ らの状態 に あ るか 否 か を評 価 し、十 分 で ない場合 は必 要 な手だ

て を講 じる。

そ して 、以下 の よ うに研 究 開発 を進 め た。

(1)児 童 の道徳 的実 践力 の育成 の とらえ方 を明 らかにす る。

(2)児 童 の 「期 待す る児童 の姿」 を具体 的にす る。

(3)「 期待 す る児童 の姿」 を 目指 した学習 展開 を 明 らか にす る、

(4)「 期待 す る児童 の姿」 を も とに 、指導 と評価 の一体化 を図 る。
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3研 究構想

平成14年 度 道徳 部会研究

道徳 の授 業に お け る評 価 の観 点(期 待す る児童 の 姿)を 明 らか に し、今 ま で に気 付 か なか

った こ とに気 付 くよ うな学習展 開 を行 うこ とによ り、指 導 と評 価 の一体化 を図 った。

平成15年 度道徳部会研究主題

確かな遣徳奨繊 力を淳で6た めの評癒を童かした癬に亦 菖た指導の庄 〃方

研 究 の ね らい

①

②

③

1時 間 の授 業 で 目指す期 待す る児 童 の姿 を明確 にす る。

1時 間 の授 業 で ね らいに導 くた めの指 導法 を明確 にす る。

1時 間の授 業 にお ける指 導 と評価 の一 体化 の在 り方 を明砲 にす る。

研 究 仮 説

道徳 の授 業 におい て 、児童 が 自分 自身 を振 り返 るこ とがで きる指導 を工夫 し、学習過 程 で児

童 の ね らい とす る価 値 を視点 と した振 り返 りにつ い て評価 す るこ と渉で きれ ば 、指導 と評価 の
一体化 を図 るこ とが で きるで あろ う

。

研 究 の 内 容

〈基礎 研 究〉

道 徳 的 実 践力 を育 て る授 業 の様 相 と

期 待す る児 童 の姿 を明 らか にす る。

道徳 の 指導 過程 お ける 望 ま しい 学習

展 開 を明 らか にす る。

評 価 と指 導 の 一 体 化 を 明 ら か に す

る。

(授業 研究〉

児 童 に期待す る学 習を明 らかに し、そ

れ に基 づい た指導方 法 を工夫す る。

児 童 の学 習 状 況 を把 握及 び 期 待す る

姿 が 見 られ な か っ た場合 の 指 導方 法

を工夫す る。

研究のまとめと今後の課題

皿 研究の内容

1道 徳 の時間が 目指す もの

道徳 の時間のね らい

道徳的実践力を育てる

常 に よ り よい 生 き方 を

求 め て い く.

期 待 され る児 童 の 姿

・自分 とのかかわりに気付 く

(心 が 「グラグラ」「ドキ ド

キ」 する状態)
・まん ざらではない自分 に気

付 く。
・「やってみ たいな」 とい う

気持 ちが喚起する。

道徳 の時 間の指導

自分の生 き方 を振 り返 るこ

とが で きる学習 展 開の 工夫
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期待 され る児童 の姿 を基に 、児 童 に期 待す る学習 を次 の よ うに考 え、 これ らの 中か ら本 時に

期 待す る学習 を明 らか に して授 業を組 み 立 て るこ とと した。

展

開

前

段

① 登場人 物 にな りきって 自分 の 体験 を基 に考 え る。

② 登場人 物の 気持 ちに 自分 の体験 にかか わ る気 持 ちを重ね 合わせ て考 える。

③ 登場人 物が 置かれ た場面 ・状 況に 自分 の体験 を重 ね合 わせて 考 える。

④ 登場人 物 に対す る 自分 の感 じ方や 考 え方 を語 る。

⑤ 登場 人 物 の気 持 ちな どにつ い て、友 達 の感 じ方や 考 え方 に気付 く。

⑥ 友達 の発 言 か ら、 さま ざまな感 じ方 、考 え方 に気 付 く。

⑦ ね らい とす る価値 にかか わ る行 動な どを場面 、対 象等 を広げ て考 え られ る。

⑧ ね らい とす る価値 にかかわ る自分 の よ さに気付 く。

⑨ ね らい とす る価値 にかかわ る自分 の不十 分 さに気 付 く。

⑩ 友達 の発言 か ら、 さま ざまな体験 があ るこ とに気付 く。

⑪ ね らい とす る価値 にかかわ る体験 な どについ て、 友達 の感 じ方や 考 え方 を比較 し

な浴 ら考 える。

⑫ ね らい とす る価値 にかかわ る行 為、感 じ方 、考 え方 に気 付 いた り、語 った りす る。

⑬ ね らい とす る価値 にかかわ る体験 につ いて 、 自分 が どんな気持 ちや考 えで行 動 し

たのか を振 り返 る。

【ね らいに近づ けてい くために次の よ うな段階で1時 間 の流 れ を組 み 立 て て き た。】

児童に期待す

る学習

上記の中から

展開の前段 と後段

を中心 に期待す る

学習を明確にした。

その学 習を成立

させ るための指

導法

児 童 に 期待 す る学 習 を させ る

た めに指導 法 を工 夫 した。

(話合 い、 動作化 、役割 演技 、

ワー クシー トな ど)

2道 徳 の時間の 指導 と評価 の一体化

1時 間の授 業の中でねらいとす る道徳 的価 値 について 「自分 とのかかわりへの気 付き(心 がグラグラ・ド

キドキす る状 態)」「まんざらではない自分 への気付 き」などにより道徳 的 実践力 が育っていくと考えた.

授 業 の 中で児 童が 「自分 とのかか わ りへ の気付 き(心 が グ ラグ ラ ・ドキ ドキす る状怨)」 「まん ざ

らで は ない 自分へ の気 付き」な どに至 るため には児 童 が 自分 自身 を振 り返 る学習 が大切 となる。

道徳 の授 業で は、 児童 が 自分 自身 を振 り返 るこ とがで きる よ うな指導 を工夫 し、学 習過 程 でね

らい とす る道徳 的 価値 を視 点 と した児 童 の振 り返 りにつ いて 評価 す るこ とが求 め られ て く る。

この よ うな活動 を重視 し授 業 の中での 指導 と評価 の一体化 を図 ってい くこと と した。
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指導事例
<第1学 年

ー

ウ
一
3

4

主題名

資料名

ねらい

r公 徳 心」の指導 〉

「みんなでつ か うもの」 内奪項 目4-(1)

「きいろいベ ンチ」 文部省 道徳の指導 資料 とその利用

みんなで使 う物 は、約 束を守 って大切に使 お うとす る気持 ちを育てる.

指導と評価の一体化

児童に期待す る学習

展 ① 豊場 人物 に な りきって 自分 の体験 を

開 基 に考え る。

前 ・自分 の体験 を もとに、たか しに な りきづ

段 て 、自分本位 な行動 が人に迷惑 をかけて し

ま うこ とがあ ることについて考 える。

⑦ ね らい とす る価値 にかか わる行 動な

どを場 面、対象 を広げて考え られ る。
・み んなで使 う物 を大切 にす る場面 を公園

以外 に も広げて考 える。

5展 開

その学習を成 立 させ るための指導法
・スカー トが汚れて しまった女の子 を見て、 自分 たち

だ けが楽 しんで しまい他 の人 に迷惑が かか ってい たこ

とを考え るよ うに、 「たか し」の名札 を一人一人胸に

っ け、た か しの気持ちにな りき らせ るるよ うにす る、
・心情 を色で表現す るワークシー トを活用 し、た か し

の気持 ちを考え る。 【指導法11
・「公園のベ ンチ以外 のみんなで使 う物」にっいて も

具体的な場面や体験 を想起 させ 、人 に迷惑 をか けない

で、みんなの物 を大切 に した ことを考え させ るために、

ワー クシー トを用意す る。1指 導法2】

指導の意図 学 習 活 動 ・主 な発問 と期待 す る児 童の反応

O学 習 への興 1、 公 共 物 を思 い 出す 。

味関心を高 1学 校や町で、みんなが仲良 く使 う物には どんな物があ るか。1
め る 、 ・教 室(机 、 テ レ ビ、 ポ ー ル 、掃 除 用 具)・ トイ レ ・水 飲 み 場

・公 園(プ ラ ン コ
、砂 場 、滑 り台)

Oス カー ト津 2、 資料 を読み、たか しやお ばあさんの気 持ちを 自分の体験 に重ね て考 える。

はた いて い る ベ ンチ の上か ら紙飛行機 を飛 ば している とき、たか しは

お ばあ さん を どんな気持 ちだったか.

見 て、 自分 本 ・楽 し い .

位な考え方 を ・高 い と こ ろの 方 が よ く飛 ぶ な。

した こ とに気 ・もっ と飛 ば した い。

つい たた か し スカー トをはたいてい るお ばあ さんを見た とき、たか しは

の気持ちを考 どんな気持 ちだったか.

え させ る。 ・あの と き、靴 を脱 げ ば よか った 。 あや ま ろ う。

・ベ ンチ は
、 い ろ い ろ な 人 が使 うの に悪 い こ とを し ちゃ っ たな 。

・つ い ・や っ て し ま っ た な 。

・他 の と こ ろでや れ ば よか っ た な。

・ペ ン チ は
、 み ん な が使 うと こ ろだ った 。

・大 切 に使 え ば よ か っ た。

次 の 日もよい天気 で、二人はまた、紙飛行機 を持 って公園へ行 った。
ベンチの前 まで来た とき、たか し1まどん なことを話 したか.

・もっ とや りた い な
。

・昨 日はベ ンチ を汚 して悪 か っ た な
。 今 日は 、靴 を脱 こ う.

・今 日は
、 下で や ろ う.

0公 共物を大 3、 自分 の生 活 を振 り返 り、話 し合 う。

切 に した体験 み んな で使 う吻 を、大切 に した ことはあ るか。 その ときは どんな

を思 い起 こさ 気持 ちだったか。

せ る。 。教室に ごみが落 ちて いたか ら、拾 って捨てた。 教室がきれいになって よかった。
・ボ ー ル をな く した と き に探 した

。 ない とみ ん な が 困 るか ら。
・水 道 を な らん で 使 っ た

。 仲 良 くで きて よか った。

Oこ れ か らも 4、 教師の説話

公共物を大切 児童の実践の様子を紹介す る.

に しよ うとす

る気 持 ちを も

たせ る。

6考 察

(1)児 童 に期待す る学 習にっ いて

本 資料 は 、最後 に豊場人物がね らいに沿った行動 をとっていない、そ こで、評価 の観 点の中に、 「児 童

に期待 す る学習 」を設定す る ことで、学習の意図が明確にな り、児童の思考の流れ と授業 の流れ が同 じに

な り、ね らいか らそれず 、意欲的 に体験 に基づい た考えを述べ 、話合 いを進 めることができた.
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O資 料概要:き いろいベ ンチ

雨上が りの 日、たか しと友達 は公 園へ行 った。紙飛行機 を高い ところからよく飛ばそ うと、ベ ンチの上

に何度 も靴のまま上って しまった。 しば らくして、プ ラン コにの って いると、そ こへ5歳 くらいの女の子

を連れ たおばあ さんが きた。女 の子 がベ ンチに腰掛 ける と、スカー トが汚れて しまった。女の子の スカー

トをはたいているおばあ さん と女の子を見て、二人 は 「は つ」 と顔 を見合わせた,

指導に よ り期特 す る児童の具体的な姿(評 価の観 点}
・たか しの気持 ちにな りき り、 自分本位 な行動でお ばあ さんや女 の子 に迷惑がかか って しま った こ

とに気付 くことがで きる。

【評価の観点1】

・ベンチ以外 の公共物、公共の場の使 い方について、大切 に した経験 を考 えることがで きる。

1評 価の観点21

指導上の留意点 と指導法 評価の観点
・ね らい にかか わる場面 につ いて、体 験を想起 しな

が ら、発言 させ る。
・亭前 のア ンケー トをま とめてお き、本時の学 習の

方 向を確認す る.
・たか しの気持 ちが 自分の体験 と罵 な りやすい よ う

に、場 面絵 を用意す る、
・資料・を読む前 に 「たか し」 の名札 を付け、た かL

の気持 ちにな りきって、高 い ところか ら飛 ば した

ら楽 しい と思 う気持ちに気付 かせる。

・女の子 とお ば あさんの場 面絵 を見て 、たか し君に

な りき り、たか しの気持 ちを ワー クシー トに 色で

表現 しなが ら考え る。 【指導法1】
・たか しにな りき り、 自分本位 な行動 でおばあ さん

や 女の子 に迷 惑が かかう て しまった こ とに気付 く

こ とが で きた か。 【評価 の観 点1】

・資料 の場面 にはない が、次の 日のた か し君の取 っ

た行 動 につ いて考 える ことで 、公 共物 の よい使 い

方 にっいて考 えさせる。
。きれ い なベ ンチの場 面絵を用 意 し、公 共物を大切

に したい とい うたか しの気持 ちにな りきって考 え

る。
・ベ ンチ以外 の公共 物、公 共の場の使 い方 について、

自分 の体験 に重 ねて考 え、 ワークシ ー トを書 く,

1指 導法2】
・ベ ンチ以外の公共 物、公共 の場の使 い方 につ いて、

大切 に した経験を考え ることがで きたか。

【評価の観点21
・公 共物 を大切 にす るこ とにつ いて、 自分 と友達の

体験 を思 い起 こ しながら、話 を聞 く。

期待す る姿が見 られなか った場合の指 導
・み んなで使 う場所 を提示 し、思い出す よ うに

声 をかける.

1公 園や駅 もみん なで使い ます ね。1

ベ ンチの上 と下では どちらが飛びそ うですか。

・他 の人 が使 うこ とに気付 くかず 、夢 中な気持

ちに気付かせ る。

・お ば あ さん と女 の 子 は 、公 園 に行 く と き 、

ど ん な気 持 ち だ った で しょ う。

・そ ん な に悪 い こ とを して しま った か な
.

・楽 しか った の で は な い か な
。

・何 も考 えず に 、つ い や っ て し ま っ た こ とや 、

自 分 だ け楽 しか っ た こ と、 ベ ンチ は 、 い ろ い

ろ な 人 が 休 む た め の 物 で あ る こ とに 、 気 付 か

せ る。

1も っ とや りたい と思ってまたや ったのかな。1
・またや りた い けれ ど、みん なの こ とを考 えた

ら、や ってはいけない ことに気付 かせる。

・は じめに提 示 した 「みん なで使 う物」 を確 認

す る。
・思 いっかな い児童 のため に、水飲 み場や掃 除

の時聞な どの絵 が挿絵が入 り、「掃除の とき」

r休 み時 間」 「電 車の 中」 な どの場 面 が思 い浮

かぶ言葉 が入 った ヒン トカー ドを用 意す る。

(2)展 開後段 につい て

展 開前段で児童が 「たか し」に な りきって しま うことで、展 開後段 で 自分の ことを振 り返 りにく くなっ

て しま う状 況が あった。低 学年の発達段階で は、【指導法2】 の ワー クシー トを用 いる ことが有 効だ と考

え られ る。 じっくり考 える時間を とる配慮が必要である。
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(第5学 年 「明朗 ・城実」の指導 〉

1

2

3

4

主題名f明 るく前向き」 内窓項目1-(4)

資料名 「割 り切れない気持ち」 文部省 道徳の指導資料 とその利用1

ねらい 自分がよいと思ったことは、明るく誠実な気持ちで行お うとする心情を青てる.

指導 と評価の一体化

展

開

前

段

展

開

後

段

児童に期待する学習

②登場人物の気持ちに自分の体験や気持ちを重ね合わせて考える。

・「わたし1の 気持ちに自分の思いをす りあわせ、考えることは、「グ

ラグラ ・ドキ ドキ」しながら道徳的価値を主体的に自覚すること

にっながる。

⑥友達の発言から様々な感 じ方、考え方に気付 く,

・主人公が、ねらいとする価値についての結論を出せずに終わって

いるので、様々な感 じ方、考え方を聞き、話L合 うなかで、様々

な感 じ方、考え方に気づかせたい。

⑦ね らいとする価値にかかわる行動な どを場面 ・対象などを広げて

考えることができる。

⑬ね らいとする価値にかかわる体験について、自分がどんな気持ち

や考えで行動 したのかを振り返る。

・互いの体験を聞き合 う中で、ね らいとする価値に対して自分自身

を見つめさせたい。

その学習を成立させ るための指導法

・ 「仕事を した後の気持ちよさ」や 「割 り

切れない気持ち」について話 し合いをさせ

る.ま た、話合いを整理 し、価値に向かっ

て考えを深 められるよう板書 を工夫する。

・兄は何をわたしに伝えたかったのか考え

て発表し、話 し合 う。割 り切れない気持ち

を整理し、ね らいとする価値について考え

させる。 【指導法1】

・体験とその ときの気持 ちや考えをワーク

シー トに書くことで振 り返らせる。

・書いたことを発表 し合 う.互 いの体験を

聞き合 うことで場面 ・対象を広げて価値に

ついて考えさせる。 【指導法2】

5展 開

指導の意図 学習活動 ・主な発問と期待する児童の反応

Oね らいとす る価値への方向付

けをする。

1人 知れず、よい行いをしたことがあるかを思い起こす。

1よ いことをしたのに人にわかってもらえず、残念だったことはないカ㌔

0「 わた し」の気持ちに自分の気

持ちを重ね合わせながら、主人

公 と一緒 になっ て悩み考え さ

せる。様々な友達の考えにふれ

ながら、わかってもらえなくて

も、誠実で明るい気持ちで行動

す る事 の価値について考えさ

せ る、

2資 料を読み、 「わたし」の気持ちに自分の体験にかかわる気持ちを重ね合わせ

て考える。また、友達の発言から様々な感 じ方 ・考え方に気付く。

1rわ たし」は卍 んな購 ちでだれも・・ない教室燗 いていたのカ・
・友達より早く来てよく働いて気持ち力玉いい。

・窓を開けておけば、後から来る友達も気持ちいいだろう。

iな かなか寝つかれ加 夜一 わた し・はどんな・とを考えていたのだろう.
・せっかくわた しが朝早くからきてやったことなのに日直も先生もひ どい,

・大変だったんだ.だ れがやってもいいなんて言う気持ちになれない。

兄が 「わた ・・に伝えたかった・とはどんな・とだったのだろう・1

・だれがやったかわからないよいことなんてた くさんある。

・仕事をした自分もみんなも気持ちがよかったんだから、それでいいじゃない.

O互 いの体験を聞 き合 う中で、ね

らい とす る価値に対 して自分

自身を見つめ、実践につながる

意欲をもたせる。

3ね らいとする価値にかかわる行動等を場面 ・対象を広げて、そのとき自分が ど

んな気持ちや考えで行動Lた のかを振り返る.

人にわかってもらえなくても、自分がよいと思ったことをやったことはあるか。

O身 近な人の話を聞 く. 4教 師の説話を聞く。

6授 業後の考察

{1)期 待する児童の姿が見 られなかった場合の指導について

期待する児童の姿を しっか りと指導案に明記 した。そのための指導法 として 「話合い1を 中心に学習を進め、指導

のねらいに連 していない場合の 「手だて」も準備 した。このことで、児童は体験 と重ねた多様な考えを出し合い、も

っと話 し合いたい、もっと友達の考えを聞いて考えたいとい う意欲をもった。
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0資 料概要:割 り切れない気持ち

放送当番のために朝早く登校 した主人公は、活動が始まるまで教室の窓を開け、黒板を掃除 し.学 級文庫の整とん

をした。朝会後、放遷当番 としての責任を果たし、さわやかなよい気分でいると、担任教師炉主人公のしたことを日

直がや ったと思い、日直をほめる。日直は自分ではないと言わない。主人公は1日 割 り切れない気持ちで過ごす。兄

に話 したところ、「だれがやったっていい じゃないか」と言われるが.や はりすっきりせず、なかなか寝付かれなか

った。

指導により期待す る児童の具体的な姿(評 価の観点)

・損得勘定な しで誠実に働 き明るい気持ちになっている 「わた し」の気持 ちに自分の気持ちを重ね合わせて話 している.

・割 り切れない気持ちを自分の体験に重ね合わせて話 している。

・誠実に働き明るい気持ちになっている 「わた し」の気持ちを振 り返 り、割 り切れない気持ちを乗り越えた気持ちを話

している。友達の考えたことを聞き、さらに自分が考えたことを発裏 している。

【評価の観点1】

・学校だけでなく、家庭や地城社会の場にも体験を見つけだ し話 している。また、その ときの自分がどのような気持ち

や考えで行動 したのかを振 り返って話している。1評 価の鏡点2】

指導上の留意点 と指導法、評価の観点 期待する委が見られなかった場合の指導

・ね らいとする価値への方向付けをする.

・人溺見ていなくても、自分ボよいと思ったことを進んで

行い、明るい気持ちになっている 「わたし1の 気持ちを

考えさせる。

・そんなに簡単に割 り切れる思いではない 「わたし」の気

持ちや、兄のア ドバイスの意味をわかろうとす るrわ た

し」の気持ちを考える。
甲

・ 「わたし」の気持ちを整理 させることで、兄は何を伝え

たかったのかを考えさせる。発喪をもとに話し合い、多

様な感 じ方 ・考え方に気付かせたい。

【指導怯11【 評価の観点1】

「わたし」は、教室だけでなく廊下の窓も開けているが、

どんな気持ちからそうしたのだろ う。

・これから登校 してくる仲間のために気持ちのよい環境を

人知れず整えている舐実な気持ちを考えさせたい。

朝した仕事は、やらなければよかったと思っているの

かな。

お兄さんが大切だと思っていることは何でどうでもい

いと患っていることは何なんだろ う.

・縁友のために自分がよかれと思ってした誠実でさわやか

な仕事ぶ りにこそ、価値力{あることを考えさせたい。

・学校だけでなく、家庭や地域社会の場から体験を見つけ

られるようにする。また、そのときのどのような気持ち

や考えで行動 したのかを振 り返 リワークシー トに書 く。

1指導法21【 評価の観点2】

・児童か らでない場合は、日ごろの生活揚面から教師が把

握 しておいたものを紹介する。教室以外での児童の姿も

情報を把握 しておく.

② 体験とす りあわせることができる発問の工夫について

ねらいとする価値に対 して 「グラグラ ・ドキ ドキ」する授業とするため発問を工夫 したことで.ひとつの発問に対 し

て様々な考えが出された。 これは、自分の体験を重ね舎わせて考えているからである。他の子 どもが闇いて分かりづ

らいことは、 「なぜ」 「もう少 し詳 しく話 してみて。」 と思考を深めることで、さらに、話合いが深まった。また、

体験 と重ね合わせて考えることで、資料中で考えたことと、展開後段で考えたこと坦途切れずにっながった。
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(第6学 年 「公正 ・公平」の指導>

1主 題名 「公平な態度」 内容項目4-(3〕

2資 料名 「ぼくは後悔しない」 川上弓雄 作 第一法規 道徳の時間のための資料選集

3ね らい 自分の損得にとらわれることなく、誰に対しても公正公平にして、正義の実現に努めようとする態度を養うu

4指 導と評価の一体 化

展

開

前

段

展

開

後

段

児童に期待する学習

③登場人物(三 郎)が 置かれた場面 ・状況に自分の体験を

重ね合わせて考える。

⑥友だちの発言から、さまざまな感じ方、考え方に気付く,.

三郎が置かれた場面・状況に自分の俸験を重ね合わせて考

えることにより、公正に振る舞うことに 「グラグラ ドキ ド

キ」しながらせまることができると考える.

公正に振る舞うことの価値にっいて、より深く考えるため

に、友達のさまざまな感じ方や考え方に触れることは大切

であると考える。

⑧ねらいとする価値にかかわる自分のよさに気付く。

⑨ねらいとする価値にかかわる自分のいたらなさに気付く、

・ 公正に振る舞うことにかかわる自分の体験を想起し、自分
コ

のよさやいたらなさに気付かせることで、「やってみよう」

という意歓をもたせたい。

5展 開

指導の意図

Oね らいとする価値への方

向付けをする。

〇 三郎の立場にたって、公

正に振る舞うことの価値

にっいて考えさせる。

O公 正公平に行動すること

を視点に、自分自身を振り

返らせる。

O公 正公平に行動する大切

さにっいての話をする。

学習活動 ・主な発間と期待する児童の反応

1不 公平な扱いをされた経験を話し合・う。

不公平だと思ったときは、どんな

ときカ㌔

・ クラスイベン トの ときチーム分けを見て。

・ 遊んでいるとき
。

2資 料を読み、三郎が置かれた場面 ・状況に自分の体験を重ね合bVrて 考える。

三郎がポールの使い方を学級の議

題に取り上げなければならないと

思ったの1よ どんな気持ちからか。

・ みんながボールについて不満をもうている.

・ 新聞のことよりもボールのことの方が大切規

みんなのために正しいことをするべきだ,

三郎の心が鉛のように重いのはど

んな気持ちからか。

■

■

一気に話した後、三郎はどんな気

持ちだったカ、

●

「みんなのためにと思う三郎」

ボールはみんなのものだから、公平につかうべきだ。

ぼくはまちがっていない。

「正夫を思う三郎」

正夫から何か文句を言われてしまうかもしれない。

正夫と友達ではいられなくなるかもしれない。

・ みんなのポールだから公平に使うべき拙

・ 仲のよい友達に対しても、ひいきしてはいけな臨

呂 自分の経験を想起し、ねらいとする価値にかかわる自分のよさや不十分さに気付く。

公平にできたり、できなかったり ・ 体育などのチームづくりのとき公平に行 うこと

したことはありますカ㌔ そのとき ができた。

はどんな気持ちでした加 ・ 人によって態度を変えてしまった。

4教 師の説話を聞く

(公正公平に行動することができ判 こ後悔してしまった話)

6考 察

①ペープサー トを用いた指導法について

「みんなのためにと思う三郎」と 「正夫を思う三郎]を 表すペープサー トそれぞれを全員に持たせ、隣D座 席の児童と役翻自技を

させた。各児童はペープサー トを持っことで演技しやすくなり、三郎力櫃 かれた場面 ・状況に自分の体験を重ね合わせて話すことが

できた また、全員が役割演技に敢り組んだことにより一人一人がより深く考えることができた。
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o資 料慨要=ぼ くは後悔しない

学級会でrボ ールの使い方」と 「学級新聞係への注文」のどちらかを取り上げることになるが、三餓=廟 友の正夫が不利になる

二とがわかっていながら、みんなのためを思って 「ボールの使い方」に1票 を入れる。親友を掴まうことと、学級のみんなを思う

こととの間で三郎の気持ちはグラグラとゆれる。

その学習を成立させるための指導法 指導により期待する児童の具体的な姿(評 価の観点)

・ 三郎が置かれた揚面 ・状況を確認する。 【指導法11 ・ 三郎が置かれた場面 ・状況を理解している。【評価の観点1】

・rみ んなのためにと思う三郎」と 「正夫を思う三郎」という ・ 「みんなのた樹こと思う三郎」や 「正夫を思う三郎」の立場

立場で、全員にそれぞれのペープサー トを持たせて、役割演 になって話している。 【評価の観点2】

技をさせる。 【指導怯21 ・ 役割演技をしている児童の発言をきいている。【評価磯 藍3】

・ 数人の児童にクラス全員の前で役罰寅技をさせる。【指導法3】

・ ワークシー トに自分が公平にできた り、できなかったりした ・ 公平にできたときやのできなかったときの体験を割 ・ている。

体験を書かせる。 【指導法41 【評価の観点4】

指導上の留意点と指導法 評価の観点 期待する児童の姿が見られなかった場合の指導

・ 不公平だと思った場面を取り上げるにとどめる。

・ 自分の立場や公平さについて精≒杯考えて、全体の利益のた

めに行動しようとする三朗の颪持ちを考えさせる。

【指導法1】

【評価の観意11

学綴のみんなは、ボールについて、どの ように思っていたカ㌔

・ 全体の利益について考えさせる。

・ 全体の利益のことを考えて行動しようする気持ちと、正夫に

対してみんなの前でいやな思いをさせてすまないという気持

ちとの板ばさみになっている三郎の迷いについて考えさせ

る。

【指導法2・3】

【評価の観点2・3】

三郎と正夫はどんな関係力㌔

・ 三郎と正夫は仲のよい友達であることに気づかせる.

三郎はポールの議題をどんな気持ちで取り上げたのカ㌔

・ 今までの話し合いを振りかえさせる,

・ 公正公平に振る舞うことの気持ちよさにふれさせたい. 正夫に一気に話したとき、三郎は正夫のことで迷っていたカ㌔

・ 三郎には迷いがなく、自分が言ったことはまち淋っていない

と思っていることに気付かせる。

【指導陛…4】

【評価の観点4】

・導λの際に出された 「不公平だと思った場面」を振り返らせる。

②指導により期待する児壷の具体的な姿にっいて

期待する児童の姿をより具体的に簡潔に明記することにより、指導と評価の一体化がなされるであろうと考えた。例えば 【指導法

2】 を行うと1評 価の観点21の ような児童の姿を期待するのだボ、このような児童の姿が見られない場合には指導案右側に明記し

た指導法で期待する姿に近付けていく。この際に1評 価の観点】がより具体的なほど次の指導を行いや ナい。このような考えのもと

で本授業を行ったところ、指導と評価を円滑に行うことができた。
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V成 果 と 課 題

道 徳 の 時 間 の 目標 は 、 道 徳 的 価 値 の 自覚 を深 め 、道 徳 的 実 践 力 を育 成 す る こ とで あ

る。 児 童 が 「や っ てみ よ うか な 」 「よ し、や っ て み よ う」 とい う気 持 ち に な る よ うな

授 業 が 求 め られ て い る。 そ の た め に は ど の よ うな 学 習 展 開 に した らよ い か 、 とい う授

業 の 構 想 に つ い て 考 え を深 め て き た 。 そ して 、1時 間 の 授 業 の 中で 、 ね らい に 近 付 け

る た めの 指 導 と評 価 の 一 体 化 につ い て 、授 業 実 践 を 通 して 研 究 を進 め て きた 。

「や って み よ う」 とい う実 践意 欲 が生 まれ るの は 、児 童 泄 自分 自身 を振 り返 り、 体

験 に 根 ざ した 考 え を 出 し合 うよ うな学 習 活動 が 行 わ れ た と きで あ る。 児 童 が ね らい と

す る 道 徳 的 価 値 と自分 自身 との か か わ りに 気 付 き 、 「グ ラ グ ラ 、 ドキ ドキ」 と心 が 揺

さぶ られ た と き 、道 徳 的 実 践 力 が 高 ま る と考 え た 。 研 究 の成 果 は次 の とお りで あ る。

1具 体 的 な学 習 活 動 に 基 づ く評 価 の 観 点 の 明 確 化

ま ず 、 「児 童 に期 待 す る 学 習 」 と して13の 項 目(1皿 一1参 照)を 考 え た。 展 開 前 段

で は 「登 場 人 物 に な りき っ て 自分 の 体 験 を も とに 考 え る」 「登 揚 人 物 の 気 持 ち な ど に

っ い て 、友 達 の 感 じ方 や 考 え 方 を 比 較 しな が ら考 え る」 な ど、 展 開 後 段 で は 「ね らい

とす る価 値 に か か わ る体 験 とそ の と きの 気 持 ちや 考 え を振 り返 る」 「友 達 の発 言 か ら 、

ね らい とす る道 徳 的 価 値 に か か わ る様 々 な 体 験 が あ る こ とに 気 付 く」 な ど で あ る。 授

業 を 行 う際 には 、 「児 童 に 期 待 す る学 習 」 の うち い くつ か に 重 点 を置 き 、 明確 な 評 価

を行 え る よ うに した 。 次 に 、 そ の 学 習 を成 立 させ るた め に は どの よ うな 指 導 方 法(話

合 い 、板 書 の 工 夫xワ ー ク シー トな ど)を 講 じる か1を 考 えた 。 そ して 、 そ の 指 導 の

結 果 と して 「期 待 す る 児 童 の 具 体 的 な 姿 」 を 「評 価 の 観 点 」 と して 挙 げ 、指 導 案 に 明

示 した 。 「評 価 の観 点 」 は分 か りや す い よ うに 、 で き る限 り具 体 的 に示 した。

2体 験 に根 ざ した 考 え を 出 しや す くす る ため の 工 夫

話 合 い よ り もペ ー プ サ ー トを使 っ て 登 場 人 物 の 気 持 ち を語 らせ た 方 が 、 そ れ ま で の

体 験 を 生 か して 語 れ る こ と も あ る。 児童 の 実 態 を 考 慮 し、 体 験 に根 ざ した反 応 を 引 き

出せ そ うな 発 問 や 指 導 方 法 を設 定 した,ま た 、 「期 待 す る児 童 の 具 体 的 な 姿 」 を確 か

な もの に す る た め に 、 話 合 い の 中 で児 童 が よ り深 く 自分 自身 を 見 つ め られ る よ うに す

る た め の発 問 を 用 意 す る こ と も指 導 と評 価 の 一 体 化 を促 す 上 で 有 効 で あ る。

3「 期 待 す る姿 が 見 られ な か った 場 合 の 指導 」 の 明確 化

授 業 の 中 で期 待 した 反 応 が 見 られ な か った 場 合 、 教 師 は 何 らか の 手 だ て を 講 じて い

る。 今 回 は 指 導 と評 価 の 一 体 化 を よ り確 か な も の に す る た め に 、指 導 案 の 中 に そ れ ら

の 手 だ て を 明 示 した 。 「期 待 した 反 応 が 見 られ な か っ た ∫ とは 「お お む ね 満 足 で き る

状 況 」 で な い とい う こ とで あ る。 しか し、 事 前 に 次 の 指 導 を 考 え てお く こ とで 、 よ り

円滑 に ね らい に 近 付 け る こ と が で き る。 「指 導一 評 価 一 指 導 」 とい う流 れ 演 で き 、 指

導 と評 価 の 一 体 化 に つ な げ る こ とが で き る。

● 今 後 の 課 題

「児 童 に期 待 す る学 習 」 と して13項 目挙 げ たが 、 今 後 の 実 践 の 中 で さ ら に吟 味 、 検

討 して い く こ とが 必 要 で あ る。 ま た 、今 回 は展 開 前 段 を 中 心 と した 研 究 とな っ た が 、

今 後 は展 開 後 段 の 部 分 の研 究 を深 め て い く こ と が求 め られ る。
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